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Ⅳ 漁業

Ⅳ-ⅰ 漁業

Ⅳ-ⅰ-① アユ

Ⅳ-ⅰ-①-１ 仔アユの降下について

穂積地点や堰の直上流、直下流において、年変動はあるものの、仔アユの順

調な降下が確認されています。

※ 長良川河口堰環境調査誌P50より
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Ⅳ-ⅰ-①-２ アユの遡上について

アユの遡上数を把握する調査は平成５年より行われています。その調査結果

によると、堰運用開始前（平成５年～平成７年）のアユの推定遡上数は河口か

ら約５０km地点で約２００万尾～７００万尾でしたが、堰運用開始後において

も約１５０万尾（平成１４年）～約７５０万尾（平成１０年）の間で推移して

います。

また、長良川河口堰左岸呼び水式魚道（陸側）における平成７年～平成１９

年の実測遡上数は、調査期間中にゲート全開操作を行ったため調査不可能とな

った平成７年を除くと、約７万尾～約９６万尾の範囲にあります。

平成１７年の長良川河口堰魚道におけるアユの実測遡上数は約７万尾とな

り、堰運用開始後最低の遡上数となりましたが、学識経験者によると、これは

平成１６年は台風による洪水が多く、特に台風２３号による洪水で河川が荒廃

したことなどが影響しているのではないかとの見解が示されています。また、

事業者が設置している「中部地方ダム等管理フォローアップ委員会」において

もアユは順調に遡上していることが確認されています。

平成１８年度はアユの実測遡上数が約１３万尾となり、回復傾向にあります。

このようなことから、堰の運用がアユの遡上に著しい影響を及ぼしていると

は考えられていません。

なお、平成１９年度のアユの実測遡上数は約７９万尾です。

※ 長良川河口堰環境調査誌P49より
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長良川河口堰地点におけるアユの遡上状況（左岸呼び水式魚道・陸側）
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平成７年度： 48,202尾（４/２～５/20の内36日間）

平成８年度：476,319尾（４/３～６/30の内63日間）

平成９年度：534,360尾（４/２～６/30の内62日間）

平成10年度：523,682尾（３/16～６/30の内71日間）

平成11年度：956,441尾（３/24～６/30の内74日間）

平成12年度：568,372尾（４/１～６/30の内73日間）

平成13年度：478,186尾（４/１～６/30の内73日間）

平成14年度：234,203尾（４/１～６/30の内77日間)

平成15年度：437,696尾（２/12～６/30の内102日間)

平成16年度：315,018尾（２/８～６/29の内107日間)

平成17年度： 70,157尾（２/21～６/29の内99日間)

平成18年度：130,024尾（２/19～６/29の内105日間)

平成19年度：785,887尾（２/９～６/30の内98日間)

３月 ４月 ５月 ６月

※河口堰は、平成7年7月6日より本格運用開始
※平成7年度の5／21以降は、本格運用に向けて

ゲート全開状態であった為調査不可能であった。

平成19年２月７日

初 遡 上 確 認

対象魚道
（左岸）呼び水式魚道・陸側

２月

長良川河口堰地点におけるアユの遡上調査方法

長良川

【調査箇所】
左岸呼び水式魚道

●

ロック式魚道

ロック式魚道（閘門兼用）

右岸呼び水式魚道

せせらぎ魚道

調節ゲート

左岸呼び水式魚道

【調査箇所】
陸側階段部呼び水水路川側階段部

左岸呼び水式魚道（陸側階段部）

ビデオ録画計測

切欠部 水平部②

①

③

長良川河口堰には、①の様に３種類
【呼び水式魚道、ロック式魚道、せせ
らぎ魚道】５カ所の魚道があります。
現在、長良川河口堰のホームペー
ジで公表しています河口堰地点にお
けるアユの遡上数は、全魚道を通過
した稚アユの数を表したものではな
く、魚道の一部を通過した実測値を
表しているものであります。

河口堰地点における調査方法
【平成１２年度～現在まで】
３種類５カ所の魚道の内、②の左
岸呼び水式魚道（陸側階段部）にお
いて、③の様に陸側階段部を横断
方向に切欠部分と水平部分に分け、
毎日交互に日の出から日の入りまで
の間、ビデオによる連続録画を行
い、この録画ビデオを基に稚アユの
遡上個体数を計測する方法で調査
を実施しています。
【平成７年度～平成１１年度まで】
５カ所の魚道の内、左岸呼び水式
魚道、右岸呼び水式魚道、せせらぎ
魚道の３カ所において、目視にて１０
分間観測し１０分間休憩、その後再
び１０分観測するというサイクルで稚
アユの遡上数を計測していました。
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Ⅳ-ⅰ-①-３ アユの生育状況について

アユの全長組成の調査は、堰地点で平成７～１６年度、堰上流水域では平成

５～１６年度に行われています。その結果、大きめの個体が多い調査年もあり

ますが、経年的に特に一定の傾向はみられていません。

河口堰の供用による稚アユの体長の変化はみられていません。

※ 中部地方ダム等管理フォローアップ委員会(堰部会) 平成１６年度定期報告書P6-3-1-1-20より

※ 中部地方ダム等管理フォローアップ委員会(堰部会) 平成１６年度定期報告書P6-3-1-1-23より



3－67

Ⅳ-ⅰ-② サツキマス

Ⅳ-ⅰ-②-１ サツキマスの遡上について

サツキマスの遡上に堰の運用が及ぼす影響を把握するため、現地調査（採捕

調査）及び市場調査（入荷量調査）が行われています。

サツキマスの長良川３８km地点での採捕量と岐阜市場の入荷量の経年変化

は、減少傾向を示しています。しかし、木曽三川（木曽川、長良川、揖斐川）

の河川別岐阜市場入荷量からは、いずれの河川においても入荷量が減少傾向に

あること、また木曽三川全体の入荷量に対する長良川の入荷量の割合は、平均

的には約７割程度ですが、近年は長良川の割合が増えていることから、長良川

のみにおいて、サツキマスが減少しているということではありません。したが

って、サツキマスの遡上に堰の運用が及ぼす影響の可能性は小さいものと考え

られています。

※ 長良川河口堰環境調査誌P56より

※ 長良川河口堰環境調査誌P57より

注）これまでの調査結果より３８km地点の採捕量と岐阜市場の入荷量に相関が高いことが確認されたため、平成１６

年度をもって３８km地点でのサツキマスの採捕調査は終了しています。



3－68

注）各河川における入荷の比率については、四捨五入の関係上合計値が１００％にならない場合があります。
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平成６年度: １，２５８尾
平成７年度: ７０９尾
平成８年度: １，４３８尾
平成９年度: １，１３０尾
平成10年度: １，０６９尾
平成11年度: ４２８尾
平成12年度: ６５７尾
平成13年度: ３３８尾
平成14年度: ８０１尾
平成15年度: ５７７尾
平成16年度: ３６６尾
平成17年度: １４８尾
平成18年度: ５３２尾
平成19年度: ８８０尾

※河口堰は、平成７年７月６日より本格運用開始

４月 ５月 ６月 ７月

岐阜市場における長良川産サツキマスの入荷状況（速報）

尾 数 比 率 尾 数 比 率 尾 数 比 率

Ｈ6.4.18～6.30 1,258 72% 280 16% 215 12% 1,753

Ｈ7.4.27～7.17 709 66% 263 25% 101 9% 1,073

Ｈ8.4.30～7.30 1,438 72% 395 20% 178 9% 2,011

Ｈ9.4.13～7.12 1,130 57% 694 35% 174 9% 1,998

Ｈ10.4.18～7.25 1,069 65% 422 26% 161 10% 1,652

Ｈ11.4.19～7.24 428 67% 161 25% 51 8% 640

Ｈ12.4. 1～7.22 657 65% 248 25% 104 10% 1,009

Ｈ13.4. 1～7.21 338 80% 55 13% 31 7% 424

Ｈ14.4. 1～7.23 801 63% 80 6% 386 30% 1,267

Ｈ15.4. 1～7.26 577 88% 18 3% 64 10% 659

Ｈ16.4. 1～7.24 366 77% 67 14% 42 9% 475

Ｈ17.4. 1～7.26 148 87% 4 2% 19 11% 171

Ｈ18.4. 1～7.22 532 80% 16 2% 116 17% 664

13年間の平均値 727 68.5% 208 19.6% 126 11.9% 1,061

Ｈ19.4.1～7. 8 880 90% 55 6% 48 5% 983

岐阜市場における河川別サツキマスの入荷状況

合 計
河 川 名

調査期間

長 良 川 木 曽 川 揖 斐 川
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Ⅳ-ⅰ-②-２ サツキマスの生育状況について

サツキマスの体重組成の調査は、長良川３８km地点で平成６～１６年度に行

われています。河口堰の供用によるサツキマスの体重の変化はみられていませ

ん。

※ 中部地方ダム等管理フォローアップ委員会(堰部会) 平成１６年度定期報告書P6-3-1-3-8より
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Ⅳ-ⅰ-③ 人工河川（アユ人工ふ化施設）

Ⅳ-ⅰ-③-１ 人工河川（アユ人工ふ化施設）について

長良川河口堰の右岸溢流堤には約２５０ｍの人工河川があり、親水性のある

広場となっており、市民の憩いの場として利用されています。

また、人工河川のうち長さ１００ｍ、幅５ｍと２．５ｍの２つの水路（アユ

ふ化水路）は、１０月～１１月にかけて水産振興策の一環として利用されてい

ます。

平成１７年度から、長良川漁業対策協議会※）により、アユ人工ふ化放流事業

が実施されています。

○平成１７年度：１０月２５日 ～ １１月 １日 卵数約５００万粒

○平成１８年度：１０月２３日 ～ １０月２８日 卵数約５００万粒

人工河川

※）長良川漁業対策協議会
長良川漁協、長良川中央漁協、郡上漁協、美山漁協、津保川漁協、板取川上流漁協

西濃水産漁協の７漁協から構成されています。

アユ水路全景
（紫外線防止ネットを水路上に

張った状況）

シュロ
（アユの卵を付着させた基盤）

シ ュ ロ の 設 置 状 況
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Ⅳ-ⅰ-④ ヤマトシジミ

Ⅳ-ⅰ-④-１ ヤマトシジミについて

平成６年度～平成１２年度及び平成１６年度に採集された底生動物のうち、

ヤマトシジミの個体数の経年変化は、下図のとおりです。

ヤマトシジミは、主として堰下流水域のN1(5.0km付近)で採集されており、

確認個体数の変動は大きいものの、経年的に特に一定の変化傾向は見られませ

んでした。また、堰上流水域のN2(9.0km付近)、N4(13.0km付近)では平成７年

度以降は確認個体数が減少しており、平成１１年度以降は採集されていません。

ヤマトシジミ類の確認個体数の経年変化

※ 中部地方ダム等管理フォローアップ委員会(堰部会) 平成１６年度定期報告書P6-3-2-2-10

E1、N1(5.0km)、N2(9.0km)、N4(13.0km)より
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